
失念（し忘れ）は、時には重大事故につながる可能性があり、その防止は安全

確保のために重要です。失念を防止する手法として、鉄道総研では先取喚呼を

提案しています。また、その先取喚呼の実施に対する動機づけを向上させるこ

とのできる教育手法を開発し、その手法を実施できる教育ソフトを作成しまし

た。

⚫先取喚呼は、し忘れてはいけない

ことを、あらかじめ（先取って）、実

施しているところをイメージして喚

呼したり、反復して喚呼したりする

ことで、失念を防ぐというものです。

⚫先取喚呼には、イメージング型と反

復型の2種類があり、本教育手法で

は、２つの先取喚呼の失念防止効

果の体感学習と、メカニズム学習に

より動機づけを向上させます。

先取喚呼（イメージング型）

人間科学研究部（安全心理）

⚫先取喚呼は職種を問わず、失念防

止のために使用できます。

⚫教育ソフトは安全研修での教育プ

ログラムにご利用いただけます。

先取喚呼とその教育手法

特許第7062574号、喚呼のつり込まれエラー学習装置及び方法

特許第7330647号、先取喚呼による記憶エラー防止効果学習装置及び方法

特 徴

用 途

活用例

徐行、４５

運転中に、
反復型喚呼

先取喚呼（反復型）

⚫鉄道事業者において、失念による事故の防止手法として、先取喚呼が活用され

ています。

⚫鉄道総研が請け負う安全研修などで、本教育ソフトが活用されています。

区所などで、
イメージング型喚呼 A駅

出発時

A駅の先に臨時の
徐行区間あり。
出発時は、フル
ノッチを入れない。
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イメージング型喚呼の失念防止効果

教育ソフトの概要 教育ソフトの活用イメージ

教育ソフトの効果

反復型喚呼の失念防止効果

2.0 

2.8 

0

1

2

3

4

先取喚呼なし 先取喚呼あり

正
反
応
数
（
最
大
４
）

イメージング型の失念防止効果 反復型の失念防止効果

3.0 

3.6 

0

1

2

3

4

先取喚呼なし 先取喚呼あり

正
反
応
数
（
最
大
４
）

*

+（被験者33名） （被験者36名）

(+: p < 0.10, *: p < 0.05)

佐藤ら：先取喚呼を利用した速度超過防止法、鉄道総研報告、第34巻、第1号、pp.15-20、2020.01

記憶課題

結果

解説

解説スライドの画面

体験学習の結果が表示される。多くの場合、イメージ
ング型喚呼を行った方が学習中に行った課題のエラー
率が小さくなる。受講生はこの結果を見て、イメージ
ング型喚呼にエラー防止効果があることを学ぶ。

解説スライドにより、イメージング型喚呼の
やり方と関連する記憶の仕組みについて学ぶ
ことができる。

体験学習の結果の画面

7

そこで、先取喚呼

予定を行っているところを、あらかじめ頭の中でイメー
ジして、記憶を強化することで失念を防ぐ方法。

乗務前に制限速度を守って運転する過程をイメージ

区所等で、
イメージング型喚呼

解説スライドの画面

体験学習の結果が表示される。多くの場合、イメージ
ング型喚呼を行った方が学習中に行った課題のエラー
率が小さくなる。受講生はこの結果を見て、イメージ
ング型喚呼にエラー防止効果があることを学ぶ。

解説スライドにより、イメージング型喚呼の
やり方と関連する記憶の仕組みについて学ぶ
ことができる。

体験学習の結果の画面

7

そこで、先取喚呼

予定を行っているところを、あらかじめ頭の中でイメー
ジして、記憶を強化することで失念を防ぐ方法。

乗務前に制限速度を守って運転する過程をイメージ

区所等で、
イメージング型喚呼

先取喚呼の効果体感

意義や方法の解説

①LANで、講師のPCから
受講生のPCを制御先取喚呼とは

②PCで、失念のしやすさ
を測定する課題を行う

③課題の結果を
瞬時に集計

※反復型喚呼 被験者94名 (* : p < .05)

動機づけの向上効果徐行区間の失念防止効果徐行区間の失念防止効果

5.7 
6.0 6.0 

6.4 

1
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3

4
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7

ツール不使用 ツール使用

徐
行
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失
念
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止
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果
（
最
大
７
）

学習前 学習後

徐
行

区
間
の
失
念
防
止
効
果
（
最
大

7）

ソフト+解説解説

*

動機づけの向上効果

5.3 5.4 5.5 

6.3 

1

2

3

4

5

6

7

ツール不使用 ツール使用

動
機
づ
け
の
強
さ
（
最
大
７
）

学習前 学習後

動
機
づ
け
の
強
さ
（
最
大

7）

ソフト+解説解説

*

徐行区間失念防止に有効？
（１：有効でない ～ ７：有効）

先取喚呼を実施したい？
（１：使いたくない ～ ７：使いたい）

動機づけ向上
有効性の
評価向上
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